
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４
３
票
を
獲
得
し
ま
し
た
。 

 

ご
支
援
・
ご
協
力
い
た
だ
い

た
み
な
さ
ま
に
、
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。 

知
事
選
の
た
た
か
い
確
信
に 

 

選
挙
中
に
お
こ
な
わ
れ
た
新

聞
の
候
補
者
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、

大
野
知
事
が
、
「
憲
法
９
条
改

正
」
「
原
発
再
稼
働
賛
成
」
を

表
明
し
ま
し
た
。
大
野
知
事
が

政
治
的
に
自
民
党
と
一
体
と
な

る
も
と
で
、
党
が
柴
岡
候
補
を

擁
立
し
て
選
挙
を
た
た
か
っ
た

こ
と
で
、
多
く
の
県
民
か
ら
期

待
の
声
が
あ
が
り
ま
し
た
。
越

谷
で
も
、
「
よ
く
立
候
補
し
て

く
れ
た
」
「
投
票
先
が
で
き
て

良
か
っ
た
」
な
ど
の
声
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。
県
民
に
と
っ
て

も
、
県
政
に
と
っ
て
も
、
今
後

 

埼
玉
県
知
事
選
挙
が
、
８
月

６
日
投
開
票
で
お
こ
な
わ
れ
ま

し
た
。
党
公
認
で
立
候
補
し
た

柴
岡
ゆ
う
ま
候
補
（
写
真
）
は

１
８
３
，
６
９
２
票
、
得
票
率

１
２
．
９
％
を
獲
得
し
、
健
闘

し
ま
し
た
が
、
及
び
ま
せ
ん
で

し
た
。
越
谷
市
で
は
、
７
，
３
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の
県
民
運
動
の
発
展
に
と
っ
て

も
、
意
義
の
あ
る
選
挙
と
な
り

ま
し
た
。 

公
約
実
現
に
県
・
市
議
全
力 

 

柴
岡
候
補
は
、
「
自
民
・
公

明
の
つ
め
た
い
県
政
か
ら
、
県

民
の
く
ら
し
を
あ
た
た
め
る
県

政
に
」
と
し
て
、
国
民
健
康
保

健
税
の
引
き
下
げ
や
、
子
ど
も

医
療
費
の
１
８
歳
ま
で
の
無
料

化
、
給
付
型
の
奨
学
金
創
設
な

ど
、
く
ら
し
に
よ
り
そ
っ
た
政

策
を
掲
げ
て
、
た
た
か
い
ま
し

た
。
党
県
・
市
議
団
は
住
民
の

み
な
さ
ん
と
と
も
に
、
掲
げ
た

公
約
と
、
く
ら
し
の
切
実
な
要

求
の
実
現
に
向
け
て
、
全
力
で

が
ん
ば
り
ま
す
。
引
き
続
き
の

ご
支
援
・
ご
協
力
を
、
お
願
い

し
ま
す
。 
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つ
い
て
、
再
度
入
札
が
お
こ

な
わ
れ
た
も
の
。
昨
年
と
同

じ
事
業
者
が
落
札
。
契
約
金

額
は
１
４
８
億
２
９
６
３
万

円
。
契
約
期
間
は
２
０
４
１

年
３
月
３
１
日
ま
で
。 

◆
サ
ン
シ
テ
ィ
の
あ
り
方
の 

議
決
に
関
す
る
条
例 

 

６
月
議
会
で
の
請
願
可
決

を
受
け
、
サ
ン
シ
テ
ィ
に
関

す
る
方
針
を
議
決
事
項
に
す

る
た
め
の
、
条
例
制
定
。 

◆
空
気
清
浄
機
の
購
入 

 

越
谷
市
内
す
べ
て
の
小
中

学
校
の
、
普
通
教
室
な
ど
エ

ア
コ
ン
が
導
入
さ
れ
て
い
る

教
室
に
、
換
気
に
よ
る
効
率

の
低
下
を
抑
え
る
た
め
に
、

空
気
清
浄
機
を
導
入
す
る
。

総
計
で
１
，
１
４
１
台
。
取

得
価
格
は
４
１
１
６
万
円
。 

◆
補
正
予
算 

 

２
０
２
２
年
度
繰
越
金
の

整
理
や
、
国
・
県
補
助
金
の

で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

主
な
議
案 

◆
小
中
一
貫
校
整
備 

Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
の
契
約 

 

昨
年
９
月
議
会
で
、
事
業

者
選
定
に
疑
義
が
あ
る
な
ど

と
さ
れ
否
決
さ
れ
た
契
約
に
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９
月
１
日
か
ら
２
６
日
ま

で
の
予
定
で
、
９
月
定
例
市

議
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。 

 

ぜ
ひ
傍
聴
に
お
い
で
く
だ

さ
い
。
ま
た
は
オ
ン
ラ
イ
ン

で
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
、
ま
た

は
録
画
中
継
も
あ
り
ま
す
の

内
定
に
よ
る
歳
入
・
歳
出
事

業
費
の
整
理
な
ど
が
、
主
な

も
の
。
住
宅
・
店
舗
改
修
促

進
補
助
金
の
追
加
と
し
て
、

８
０
０
万
円
計
上
。 

◆
２
０
２
２
年
度
決
算 

 

一
般
会
計
の
予
算
現
額
約

１
３
０
５
億
円
に
対
し
、
歳

入
決
算
額
は
約
１
３
３
２
億

円
、
歳
出
決
算
額
は
約
１
２

３
２
億
円
。 

 

２
２
年
度
も
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地

方
創
生
臨
時
交
付
金
が
、
民

生
費
、
衛
生
費
な
ど
で
活
用

さ
れ
た
。 

 

病
院
事
業
会
計
は
、
患
者

数
が
、
入
院
で
は
持
ち
直
し

つ
つ
あ
る
も
の
の
コ
ロ
ナ
前

に
は
届
か
ず
、
外
来
で
は
減

り
続
け
て
い
る
こ
と
、
ま
た

コ
ロ
ナ
病
床
を
維
持
す
る
こ

と
で
の
負
担
な
ど
か
ら
、
赤

字
と
な
っ
て
い
る
。 

9 月定例市議会日程 
 

○1 日（金） 

 ・開会 

 ・市長提出議案上程・提案理由説明 

○7 日（木）～12 日（火） 

 ・一般質問 

○13 日（水） 

 ・議案質疑 

 ・予算決算常任委員会全体会 

○14 日（木）～25 日（月） 

 ・各常任委員会・分科会 

○26 日（火） 

 ・各常任委員会報告 

 ・討論・採決 

 ・閉会 



 

 

営
業
不
振
で
生
活
苦 

 
Ｓ
さ
ん
（
７
３
才
）
は

北
越
谷
で
１
５
年
間
、
常

連
客
に
愛
さ
れ
る
居
酒
屋

を
営
ん
で
き
ま
し
た
。
コ

ロ
ナ
禍
の
も
と
で
は
営
業

で
き
な
く
て
も
、
「
感
染

防
止
対
策
協
力
金
」
な
ど

の
給
付
で
、
店
を
続
け
る

事
が
で
き
ま
し
た
。
し
か

し
給
付
金
は
、
国
に
よ
り

課
税
対
象
の
収
入
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
所

得
税
、
住
民
税
、
国
保
税

が
高
額
に
な
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
物
価
高
の
影
響
も

重
な
り
客
足
が
遠
の
き
、

毎
月
の
売
り
上
げ
が
赤
字

続
き
と
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
持
病
の
腰
痛
も
悪

化
し
た
た
め
、
営
業
継
続

を
断
念
せ
ざ
る
を
得
ま
せ

ん
で
し
た
。 

 

活
用
で
き
る
資
産
は
な

く
、
収
入
は
国
民
年
金
の

み
で
す
。
ま
た
現
在
の
住

ま
い
は
間
借
り
し
て
い
た

状
況
で
、
転
居
の
必
要
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、

生
活
保
護
申
請
の
相
談
と

な
り
ま
し
た
。 

 

今
回
は
、
商
工
団
体
を

通
じ
て
党
市
議
団
に
相
談

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
コ

ロ
ナ
禍
と
物
価
高
騰
の
影

響
で
営
業
不
振
と
な
り
、

余
儀
な
く
撤
退
す
る
事
業

者
が
増
え
て
い
ま
す
。
事

業
者
支
援
策
の
充
実
が
必

要
で
す
。 
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ば
ば
ひ
ろ
し
の
「
あ
る
日
の
街
頭
で
」
② 

埼
玉
３
区
国
政
対
策
委
員
長 

馬
場
ひ
ろ
し 

初
め
て
の
マ
イ
ク
？ 

 

７
月
の
終
わ
り
の
こ
と
。
駅
頭
で
宣
伝
し
て
い
た
ら
、
プ

ラ
ス
タ
ー
を
持
つ
わ
た
し
に
少
年
が
近
づ
い
て
き
て
、
「
が

ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
声
を
か
け
て
く
れ
た
。
「
あ
り
が

と
う
」
と
応
え
た
が
、
そ
の
後
、
少
年
は
立
ち
去
ら
な
い
ま

ま
横
に
立
ち
続
け
た
◆
「
共
産
党
を
知
っ
て
い
る
の
？
」
と

尋
ね
る
と
「
知
り
ま
せ
ん
」
と
の
こ
と
。
し
か
し
話
を
す
る

う
ち
に
「
自
分
に
も
一
言
、
言
わ
せ
て
も
ら
え
ま
せ
ん
か
」

「
何
を
言
い
た
い
の
」
「
『
核
兵
器
を
な
く
そ
う
』
と
言
い

た
い
で
す
」
と
い
う
の
で
、
マ
イ
ク
を
渡
す
と
、
「
核
兵
器

を
な
く
す
ぞ
！
」
と
叫
び
、
近
く
に
い
た
友
達
も
誘
っ
た
◆

聞
く
と
少
年
は
、
中
学
生
だ
っ
た
。
い
ろ
ん
な
先
の
問
題
は

ま
だ
見
え
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
し
て
た
だ
マ
イ
ク
を

持
つ
の
が
面
白
か
っ
た
だ
け
か
も
し
れ
な
い
が
、
素
直
に

「
核
兵
器
を
な
く
す
ぞ
」
と
言
え 

る
彼
ら
の
行
動
に
感
動
を
覚
え
た 

◆
大
人
に
な
っ
て
も
日
本
共
産
党 

へ
の
偏
見
を
持
た
ず
、
今
の
感
性 

を
持
ち
続
け
て
ほ
し
い
と
思
う
。 

少
し
力
を
も
ら
っ
た
、
宣
伝
行
動 

だ
っ
た
。 
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お
知
ら
せ 

 

◆
原
水
協
６
・
９
宣
伝 

日
時 

９
月
６
日
（
水
） 

 
 

 

午
後
５
時
３
０
分
～ 

場
所 

蒲
生
駅 

 

◆
共
同
セ
ン
タ
ー
９
の
日
宣
伝 

日
時 

９
月
８
日
（
金
） 

 
 

 

午
後
５
時
３
０
分
～ 

場
所 

北
越
谷
駅 

 

◆
さ
よ
な
ら
原
発
三
金
行
動 

日
時 

９
月
１
５
日
（
金
） 

 
 

 

午
後
６
時
～ 

場
所 

越
谷
駅
東
口
広
場 

 

◆
消
費
税
廃
止
連
絡
会
宣
伝 

日
時 

９
月
２
５
日
（
月
） 

 
 

 

午
後
５
時
～ 

場
所 

越
谷
駅 

福島の汚染水を放出するな 

 8 月 18 日、越谷駅で「さよ

なら原発」集会とパレードがお

こなわれました。 

平和の願い込め灯ろう流し 

 8 月 5 日、中央市民会館裏の

土手で、「音楽と灯ろう流しの

夕べ」が開催されました。 

日本は核禁条約参加を 

 8 月 7 日、せんげん台駅で、

「原水爆禁止越谷協議会」が、

「核廃絶のために日本政府は核

兵器禁止条約に参加を」と宣伝

しました。 

河川事務所と懇談 

 8 月 22 日、越谷・草加・三

郷・八潮・吉川・松伏の党議員

団が合同で、江戸川河川事務所

と 6 月 2 日の台風・水害につい

て懇談し、副所長は「三郷排水

機場の不調が内水反乱に影響し

た」との認識を示しました。 


